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電話ｄｅ詐欺被害状況（令和７年３月末）
被害件数 ２５２件（前年比＋７３件）

被害総額 約２０億８，６００万円（前年比＋約１３億７，６００万円）

電話ｄｅ詐欺は、子や孫、警察官、市役所、金融機関を装い、言葉巧みにお金をだ

まし取ろうとしてくるため、誰でも被害に遭う危険性があります。

被害に遭わないために重要なのは「犯人からの電話に出ないこと」です。

被害に遭う前に自宅の固定電話機・携帯電話に対策をしましょう。

県内の被害に遭った約６割の方が

「電話ｄｅ詐欺の手口を知っていたのにだまされてしまった」

と回答しています

国際電話不取扱受付センター

０１２０－２１０－３６４に電話する

→ガイダンスの“２”を押してオペレーター

と通話し、申請書を入手

→必要事項を記入し、専用封筒で郵送

Webからの申し込み（２４時間受付） 申請書郵送申し込み（平日９時～午後５時）

◎国際電話発着信中止の申請手順（※固定電話が対象です）

◎携帯電話は、＋１などから始まる国際電話

番号や知らない番号からの電話には応答しな

いように徹底しましょう！

手口を知っていてもだまされてしまうのが電話ｄｅ詐欺！

国際電話不取扱受付センター

０１２０－２１０－３６４に電話する

→ガイダンスの“１”を押してパスワードを入手

→Webサイトにアクセスし、パスワードを入力

→申込フォームに必要事項を入力

被害認知件数 うち高齢者被害件数 高齢者が占める割合

全刑法犯 9,068 1,193 13.2%

侵入窃盗 1,143 439 38.4%

電話ｄｅ詐欺 252 167 66.3%

県内における高齢者の犯罪の被害状況（令和７年３月末）

※　数値は暫定値、65歳以上の方を「高齢者」として示す。

犯人はあわてて電話をかけさせ、

・ＡＴＭでの振込

・電子マネーカードの購入

をさせて架空の料金を支払わせようとしてきます！

携帯電話会社などを名乗って、

「未納料金があります。」

「今日中に支払わないと裁判になります。」

「手続きのため、下記番号まで電話をしてください。」

・身に覚えのない不審な通知や連絡には折り返しをしない。

・すぐに家族や警察に相談する。

・自分の家族情報や口座等を聞かれてもむやみに答えない。

防犯対策

電話、ＳＭＳ・メールでも...架空料金請求詐欺に注意！


